
２月２３日（金）、スキー学習を行いました。
インフルエンザ等で出られなかった人もい

たので、少々人数は少なめでしたが、参加し
た５人全員頑張りました。奈々愛さん、ひな
さんは昨年度に次いで２回目のスキー学習と
いうこともあり、スムーズに滑っていました。
弥久くん、萌花さんは、ゲレンデにボランテ
ィアできていた方々に教えてもらい、「怖いで
す」といいつつも、頑張って滑っていました。
蒼太くんは、午前中は下の方の緩い斜面で滑
る練習をし、お昼からは初のリフトに乗り、
ボランティアの方々に教えてもらいながら、
ゆっくり滑ることができました。

次回は３月９日の予定ですが、少しずつ温
かくなってきているので、ゲレンデの雪が持
つかどうか…。なんとか実施したいですね。

今年も、昨年度にひき続き、厚岸翔洋高校海
洋資源科の３年生による出前授業を行いまし
た。今年のテーマは「ＷＡＴＥＲ」。
水に含まれるミネラルの量に着目し、硬水と

軟水の特長やそれぞれの長所・短所を比較し、
更にどのような料理に軟水、硬水が合うのかと
いう研究を発表しました。
パワーポイントの発表だけでなく、途中で試

薬を使って軟水か硬水かを調べたり、軟水・硬
水それぞれで煮た鹿肉を食べ比べたりと、実際
にその違いを体感することができる内容でし
た。ちなみに硬水で煮た鹿肉の方が柔らかく、
口当たりが良かったです。
『普段私たちが口にする水は軟水ですが、「に

がり」を入れる事で簡単に、安価に硬水に変え
る事が出来ます』とのこと。硬水は適度な量を
飲むことで健康にもいいとのことですので、一
度試してみてもいいかもしれませんね。

２月６日（火）に、太田小学校６年生４名と若林教頭先生、鈴木先生
と、保護者の方が、体験入学と説明会に参加されました。
説明会の中では、厚岸警察署の方から携帯電話についてのお話をいた

だいた後、中学校の学習や生活についての説明を聞きました。ジャージ
のサイズ合わせの後、社会科、数学科、英語科の授業を参観、理科の授
業を体験しました。参観した授業では、途中で先生方に話を振られてい
ました。体験授業では、火山のでき方の実験を体験しました。
４人の新入生の皆さんが、４月に元気な顔で入学するのを、太田中学

校の生徒・先生方みんなが楽しみに待っています。

《校訓》 明朗 剛健 創造
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日 曜 学 校 行 事

1 木 委員会

2 金 チャレンジテスト（社）

3 土

4 日

5 月 朝会 Ｌタイム ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ（理）

高校入試下見

6 火 高校入試学力検査日

学力ﾃｽﾄ（１・２年）

7 水 高校入試面接日 ＡＬＴ 図書ﾊﾞｽ

8 木 委員会

9 金 ｽｷｰ学習（全学年）

10 土

11 日

12 月

13 火 ３送会

14 水 卒業式総練習・会場準備 ＡＬＴ

15 木 卒業式

16 金 職員会議 図書ﾊﾞｽ 大掃除週間

期末業務のため午前授業

17 土

18 日

19 月 朝会 ＡＬＴ 職員会議

20 火 委員会

21 水 春分の日

22 木

23 金 修了式 離任式

24 土 春休み（～４月５日）

25 日

26 月

27 火

28 水 小中合同ＰＴＡ送別会

29 木

30 金

31 土

地域の方からの期待
校長 近藤 伸哉

○地域を支える一員としての自覚
○地域を創るために、積極的に活動する
○地域に愛着をもち、自分たちで地域を守る
○地域に誇りをもち、優しさを忘れないこと
○人を思いやり、仲間を信じ助け合うこと

これは、２月７日（水）に行った全校道徳の時間にゲスト・テ
イーチャーとして参加して下さったＪＡの松田さんが、お話の中
で「太田中学校の生徒に期待すること」としてプレゼンテーショ
ン資料で示して下さった言葉です。
この授業では、前半に保育所、小学校時代から「豆まき」「ク

リスマス」「交通安全指導」「お祭り」「祖父母参観日」「運動会」
などでの関わりや中学校に入ってからの「職業体験」などの機会
に、いろいろと地域の方々に支えられて今の自分たちがあること
を生徒達に振りかえさせました。
そして、次に地域の方が中学生の皆さんにどんな思いをもって

いるか、どんなことを期待しているかということを伺ってみよう
ということで、松田さんに登場してお話しして頂きました。
また、松田さんは、次のようなこともお話しして下さいました。

○地域で暮らす家庭があり、家族がいる。
地域を動かしているのは、家族や人である。

↓
みなさんは、その地域の一員であり、大切な一人である。

大変意味深い、そしてありがたい言葉です。
授業の最後に、生徒一人ひとりに感想を書いてもらいましたが、

全員、松田さんのお話をしっかりを受け止め、深く考えていまし
た。
平成３０年７月に｢地域とともにある学校｣（太田小、太田中は

今もそうですが、その地域との連携をより一層深める活動）とし
てコミュニテイースクールが開始となります。一番の目的は、学
校と地域がより一層連携を深めて、子ども達をよりよく育ててい
く、そして、地域もより一層活性化することです。今回の取組も、
その準備の一環として松田さんにご協力いただきました。今後も、
地域と学校の連携を更に深めていきたいと考えておりますので、
よろしくお願い致します。

１７日間にわたる平昌五輪が終わり
ました。厚岸出身の佐藤綾乃選手は、
マススタートでは転倒に巻き込まれて

しまいましたが、団体パシュートでは堂々の金メダル！
よく「努力は裏切らない」と言われます。でも、努力の

結果はすぐには出ないことが多いものです。努力すること
は誰にでもできるけれど、努力を継続することは難しいこ
とです。結果が出ないから無駄な努力だとあきらめたり、
苦しいからとやめたりすることの方が多いと思います。す
ぐに結果が得られなくても努力を重ねた分は、いずれ何ら
かの形で返ってきます。形は違っても佐藤綾乃選手に負け
ないように、「楽しく努力」できるといいですね。


